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総 括 

１.  運営目標の成果 

当法人が掲げる基本理念及び経営方針に基づいて、利用者の自立支援に向け職員が一丸となってよりよい

介護を念頭に、安心・安全な介護、快適な環境のもとでの生活、さわやかな雰囲気の中での納得の得られる

介護に努めた。 

２.  重点目標の成果 

（１） 感染症の予防対策の強化については、感染症や食中毒が施設内でまん延しないようにあらゆる情報を

収集し、発生の恐れがある時には、早期に感染症対策委員会を開催し、感染の拡大を最小限に留めるこ

とができた。また、感染症の発生種類に応じ、消毒液を選択して実施をし、効果を上げることが出来た。 

（２） 災害に備え、緊急用品を用意することに関しては、水・食料等物品の一覧表を作成し、金庫に保管し

年１回の見直しもした。また、防災の日算に他部署に応報した。 

（３） 利用者からのケアのご要望を伺えるよう、日々の関わりの中で声掛けや関係づくりに努めた。ご意見

箱への意見はなかった。例年通り家族懇談会を継続し、園の状況説明や報告を行うとともにアンケート

を実施し、ご意見ご要望をうかがう機会をもてた。また、ご面会時等日頃から挨拶や声掛けを意識して

行い、利用者の様子を伝えケアのご要望を伺うよう心掛けた。 

（４） 退所者に備えた入居待機者の情報収集、訪問、面接等を行ったが、短期間に連続して退所者があった

場合の欠員補充に３０日間以上かかる場合もあった。その場合はショートステイ希望の方を案内し、積

極的に空きベッド活用を行った。新規ショートステイ希望の方についても情報収集を行い、積極的に受

け入れた。 

（５） 例年になく職員の入れ変わりが激しかったため、意志の統一をはかるために繰り返し法人の基本理念

を確認する機会をもうけた。また、接遇目標を毎月定め、目標に向かい各職員が意識をもちケアに取り

組めるよう努めた。 

（６）食事えん下困難者の対応と健腸長寿について 

利用者のADLの低下に伴い、えん下困難者が必然的に多くなってきている。現状の健康状態を維持し

ていくために、少しでも食事を摂取して頂けるように、全員が創意工夫をこらし、一方そのことについ

ての研鑽と研修を重ねて、介護技術の向上を図って、誤えん性肺炎の発生防止に務めた。 

胃ろうなどの対応になった場合には、職員と家族とで充分相談し、その後の対策と方向性について積

極的に検討して、より良い介護を見出すように努めた。また、平成１４年７月から、ヨーグルトを自家

製造して毎朝提供し、健康なる腸にして長寿につなげるように努めた。 

（７） 経営改善の推進については、人件費の削減に努め、直接雇用を心がけた。また、消耗品等の購入にイ

ンターネットを活用するなど経費節約に努めたが、まだ不十分であった。 

公開性の維持に関しては、施設の公益性を考え、財務等インターネットで公開をしたが、第三者評価

までにはいたらなかった。 

 

３.  柿生駅前・近隣町会との協力体制の成果 

日頃から柿生駅前町会とは、密接なる協力体制を確立し、常に連携しあい、各種の行事を盛大に開催する

ことができた。 

・夏の納涼盆踊り大会の実施 

・秋の防災訓練の実施 

・正月のどんど焼きの実施 

・町会役員会の会議室利用の提供 
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特別養護老人ホーム（入居者関係） 

１. 管理運営上の諸相 

（１） 介護保険制度が１４年経過し、旧措置の遠方の方が少なくなって地元麻生区の人々が多くなり、より

地域密着型の施設となってきた。 

（２） 今年度も、介護保険法に基く、職員配置基準を維持すべく、欠員を出さないように努力してきた。夜

勤４人体制も１０年経過したが、退職で夜勤ができる人が少なくなり、勤務に苦労した。昨今は、老人

施設が増え、新卒者の採用も難しい状況になってきたが、適時に職業安定所や職業技術校の紹介も難し

い状況になってきている。 

（３） 業務委託については１０年が経過し、警備については４人体制で休日は昼間も勤務して頂き、また警

備以外の手伝いもして頂き大変助かった。清掃については、細かいところまできれいになるようご協力

いただいた。 

（４） 平成２３年３月の震災以来、今年度も節電に努めてきた。特に夏の園庭で行った柿生駅前町会主催の

納涼祭では、電気を使わないようにバッテリーで対応していただいた。 

（５） 建物設備が２８年経った為、色々な個所の補修・交換が必要になってきている。高額なものとなるた

め、必要に応じて順次リニューアルしていきたい。 

 

２. 業務運営 

（１）施設サービス計画書の作成 

要介護度の変更時や状態の変化時には、サービス担当者会議を開催し、現状の問題を明らかにした上

で、適切なサービスが計画的に提供できるよう検討して新たに作成した。内容については、可能な限り

本人と家族の希望に基づいて検討し、原案についても可能な限り説明し、同意を得られるよう努力した。 

又、新入所者については、園生活に慣れていただいた頃（入所後約１ヵ月を目安）に、日常生活のケ

アの状況、要望に応じて初回の計画書を作成した。 

・サービス担当者会議  ８５回／年 した。 

・モニタリング用紙、ＡＤＬ表を活用 した。 

・長谷川式簡易知能評価スケール（ＨＤＳ－Ｒ）を年２回実施し、認知症の方にはプランに反映できる

ように検討し、ご家族への報告に努めた。 

（２）入居者ニーズの把握 

サービス担当者会議に、ご本人に出席していただいたり、事前にご本人にご要望を伺うことでニーズ

把握に努めた。また、認知症の重度化に伴い、ご本人から聞くことが難しいこともあるため、ご面会時

にご家族とお話し、ご意見・ご要望を伺うよう努めた。 

（３）要介護認定に係る援助 

要介護認定の有効期限の確認と申請の援助を行った。又、有効期限内においても状態に著しい変化が

認められた場合は、区分変更の申請の援助を行った。 

（４）相談援助 

①入居希望者の相談受付を行うとともに、待機期間のサービス利用について情報を提供した。 

②入居待機者の事前面接調査を実施し（年間１３名）、待機施設・病院・家族との連絡調整を行った。 

③家族のサービスに対する要望を伺い、入居者と家族との交流の機会をつくれるよう努めた。 

・家族懇談会開催 ３回／年 

５月  各担当者からの連絡、終了後衣類販売 

１０月 各担当者からの連絡、終了後衣類販売 

２月  各担当者からの連絡、終了後餅つき 
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（５）利用者生活援助 

①食事 

ケアプラン（ケース会議）により、嚥下困難者にはゼリー食、高カロリードリンク、小皿メニュー

など様々な提供方法を提案し、栄養・医務・介護の連携の下、口から摂取していただけるよう努力を

重ねた。また、行事食を楽しんでいただくために見た目を工夫し、おいしく楽しめる食事の提供に努

めた。昼食前に毎日嚥下体操を行い、口から美しく食べていただけるようメニューの説明などを行っ

た。 

②入浴 

５月菖蒲湯、１２月柚子湯を行い、入居者に季節を感じていただけるよう対応した。また、初めて

入浴専門のパート職員を導入。入浴が定期的に、安全・安心して出来るよう努めた。 

③排泄 

・随時ポータブルトイレの洗浄を行い、毎月点検している。 

 又、管理しやすいようにポータブルトイレ１つ１つを番号化した。 

・清拭袋、オムツ袋、ブラシ等必要物品の検討、購入、交換を行った。 

・新人職員対象に白十字による排泄研修を、９月に実施した。 

・個人に合ったパットを使用する為、３ヶ月に１回パット表を見直し作成を行った。 

・リネン庫、倉庫内の整理整頓を随時行った。 

④リハビリテーション 

・新しい富田ＰＴを講師とし、新人職員向けのリハビリ研修を実施した。 

・水分・排泄・食事・運動を基本の柱とし、活動を進めた。 

・定期的な水分チェックを行い、入居者の現状の確認を行った。 

・職員離職が多く、週２回の個別リハビリの実施が行えなかったのが、次年度への課題となった。 

⑤余暇・クラブ 

職員人員不足により、上半期のみ買物２回、喫茶１回、オセロ大会に外出することが出来た。クラ

ブに関しては、ボランティアの先生協力によるものは、ほぼ例年通り実施することが出来た。入居者

の方の楽しみが減少しないよう次年度もボランティアの先生との連携協力を密にしていく。 

クラブ実施状況 

 実施回数 参加人数 

華 道 21 247 

書 道 19 158 

音 楽 10 202 

俳 句 5 14 

創 作 0 0 

余 暇 0 0 

籐工芸 9 70 

⑥実習 

年間１０３名の実習生を受け入れた。今年度は、実施初日に行う実習ガイダンスを園長が丁寧に行

って下さり、安心して実習が開始出来たと学生より好感を得た。専門校の学生が減少したため、就職

に繋げることは出来なかった。次年度は、担当を１名増員し、スムーズな受け入れ対応が出来るよう

努力していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

- 5 - 

（６）各種会議報告 

＜連絡調整会議・経営調整会議＞ 

隔週火曜日の午後に行ってきたが、重要な議題について集中して審議することができた。 

＜介護職員会議＞ 

全体としての会議は、職員の入れ替わりが激しく日々の人員の確保が難しかったため、６月開催の１

度のみとなってしまった。しかし主任会議は、毎月１回定期的に開催し、各種テーマに沿い問題点を

整理し対応策を話し合うことが出来た。 

＜調理会議等＞ 

定期的に開くことができ、他の部所へ提案を行うなど職種間の調整に資することができた。 

＜接遇会議（ケアプラン）・ケース会議＞ 

不定期開催となってしまったが、ケアプラン会議での決定内容を中心に据え、何か変化があった場合

すみやかに関係部署の職員が集まりミニカンファレンスを行い、利用者サービスが継続して行えるよ

うに努めた。 

（７）各種委員会報告 

＜ケアサービス向上委員会＞ 

①不定期に開催予定だったが、人員不足が理由で開催しなかった。しかしながら、苦情や事故予防の

為にも、適時開催していくべきことが、反省となった。 

②ベッドの老朽化に伴い、故障に対して修理・管理を行ってきたが、利用者にとってより安全で快適

な環境となるよう、3月に全ベッドを新しく入れ替えた。また、車椅子の点検は定期的に行い事故

防止に努めた。 

③虐待防止についての研修を行い、職員の資質の向上を図った。 

④活動の対象となる事項が、接遇委員会・リハビリ担当・環境整備担当と重複する内容が多い。 

当委員会は、事故防止と全体的なサービス向上の視点で、今後も各担当と連携をとりながら、活動

を行っていく。 

＜事故対応委員会及び事故発生予防検討委員会＞ 

①活動報告 

要綱に基づき、サービス利用者の事故予防に努めた。又、発生後は迅速な対応・報告・連絡・検討

を行い、安全・信頼性の確保とサービスの質の向上に努めた。 

②ヒヤリ・ハット報告書の活用 

・対応職員は施設長に報告するとともに報告書を提出し、内容を全職員に明らかにした上で、予防

策・解決策等を検討し速やかに対応した。 

・ご家族への報告に努めた。 

・平成２６年度報告総数２４４件（内訳 ヒヤリ・ハット ３０件 事故 ２１４件） 

＜行事委員会＞ 

介護職員の離職により、行事開催時の人員確保が難しかったが、企画内容の変更などにより年間行事

を全て行うことが出来た。 

＜衛生委員会＞ 

インフルエンザ対策の話し合いなどを行ったが、機動的に開催し、きめ細やかな対策を考え実施する

ことができた。 

＜研修委員会＞ 

職員の入れかえが多く、外部研修参加が積極的に行えなかった。 

内部研修 ６月 携帯用酸素ボンベ取り扱い研修・虐待防止研修  

９月 白十字排泄研修・救急法講習 

１月より  富田ＰＴによる新人向けリハビリ研修（不定期） 

他インフルエンザ対応研修 

 

外部研修 ９月 看取り研修 
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＜広報委員会＞ 

定期的に、１階、２階食堂の装飾物新規製作や貼り替え、広報誌（アルナ便り）の原稿作成を行った。 

＜食事委員会＞ 

行事委員と協力し、お花見、納涼祭、アルナ祭り喫茶、クリスマス喫茶の企画・運営をした。また季

節行事として、スイカ割り、餅つきを企画・運営した。 

＜ボランティア委員会＞ 

実習を終了した音大生が、ボランティアとして行事に参加してくださるようになった。しかし、長年

当園を支えてくださっているオムツ巻き・車椅子清掃・リネン交換ボラ等が高齢化などにより、来園

日数が減少し職員の作業負担が増えてきている。今後ボランティア募集とともにボランティアの人材

育成が必要になってきている。 

＜防災・管理委員会＞ 

９月１８日に、地域の方々も含め１７名参加して、消防署の協力を得て、AEDを使った３時間の救急

法講習を行った。 

＜厚生委員会＞ 

職員のユニフォームや靴などの手配の他、今年度も親睦の暑気払い食事会を行った。 

（８）車輌維持・安全 

短時間の送迎運転手２人を含め、３人の運転手がフル稼働してきたが、少しの不具合でも見逃さず、

大きな事故も無く運行することができた。今年度は、ハイエース４台、乗用車１台、軽自動車５台で稼

動してきた。 

（９）生活環境の整備 

当園は大変生活環境に恵まれているが、園庭の草花が１年中絶えることなく花を咲かせ、入居者や利

用者の目を楽しませている。また、建物内に於いても、華道クラブのボランティアの先生のおかげも有

り、常に四季の花々を飾って頂く事ができた。 

（１０）実習生の受入 

今年度も、実習生の受入に２名の担当者を置き、年間計画に則り順番に専門学校やヘルパー養成の実

習生などの他、教育実習の大学生を受入れてきた。また、実習生の中で成績優秀な者については、職員

として採用したいと思ってきたが、昨今では難しくなってきた。 

（１１）職員研修 

嘱託医や理学療法士による園内研修を行った。また、園外研修については多数参加した。時期によっ

ては、人手不足ということで参加に消極的なところが見られたが、必要な研修については万難を拝して

参加するようにした。 

（１２）ボランティア 

平均すると月に２２名ものボランティアの方々の協力を得ている。大学生等が当園で実習した後、ボ

ランティアを希望するなど、高齢者福祉への関心が高まっている。 

（１３）地元町会や学校等との交流 

行事に於いて協力して頂くなど幅広い交流ができた。また、美山台自治会には、集会場として会議室

をお貸しし、また色々な面で当園を知っていただく機会としてきた。 

柿生保育園については、例年通り年間計画に基いて、園児達に来て頂き、あるいはこちらから出向き、

楽しい交流の機会を持つことができた。 

（１４）アルナ便りの発行 

アルナ便りについては、季刊にはなったが、軌道に乗ってきた。また、デイサービスについては、よ

り広報に努める必要があることや、タイムリーであることも求められるので単独の発行もしてきた。 
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行事等 

月 日 行事 内容 

4 
8 お花祭り 花見堂を飾り甘茶を飲む 

12 お花見 園庭の桜を楽しむ 

5 
10 昼食会 ３階にて入居者全員で、アトラクションと特別献立を楽しむ 

31 家族懇談会・衣類販売 洋品店来園 希望により衣類購入 

6 
14 運動会 － 

26 囲碁将棋大会 市老人福祉施設事業協会主催 市民プラザにて 

7 

5 七夕コンサート 聖マリアンナ医科大学によるコンサート 

17 夜間防災訓練 － 

26 納涼大会 園内にて催し物を楽しむ 

8 

13 お盆 迎え火 

15 お盆 送り火 

30 花火遊び ふれあい広場にて楽しむ 

9 
13 敬老お楽しみ会 月読神社祭礼 お神輿、お囃子連を園庭で楽しむ 

24 慰霊祭 妙福寺の御住職によるお彼岸の法要 

10 
4 家族懇談会・衣類販売 洋品店来園 希望により衣類購入 

18 運動会 ３階フロアーにて楽しむ 

11 8 アルナ祭り 地域の方々と共に楽しむ 

12 
6 昼食会 ３階にて入居者全員で、アトラクションと特別献立を楽しむ 

24 クリスマス会 ケーキと特別献立を楽しむ 

1 10 新春の集い 獅子舞、お琴の演奏を楽しむ 

2 
4 節分 豆まき 

28 家族懇談会・餅つき つきたてのお餅をその場で楽しむ 

3 － － － 

※ 毎月１５日を供養の日とし、１階談話室前に釈迦御を飾り、物故者の霊を慰める 

※ 毎月第３土曜日に食堂において、お誕生者にお祝いのカードを贈る 

 

要介護度の推移  

 平成２６.４／３０現在 平成２７.３／３１現在 

自 立 0 0 

要 支 援 0 0 

要介護１ 4 5 

要介護２ 9 6 

要介護３ 23 22 

要介護４ 18 16 

要介護５ 26 26 

要介護平均 3.66 3.69 
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入居日現在の入居者住所地（平成２７年３月末現在） 

 
入 居 者 人 数 

男性 女性 合計 前年比 

麻 生 11 51 62 （－4） 

多 摩 1 2 3 （±0） 

宮 前 0 1 1 （±0） 

高 津 0 3 3 （±0） 

中 原 2 1 3 （±0） 

幸 1 0 1 （±0） 

川 崎 1 0 1 （－1） 

その他 0 1 1 （±0） 

計 16 59 75 － 

 

生活保護受給者 

最大年齢 101歳2ヶ月  男性 3 

最少年齢 69歳2ヶ月  女性 2 

   計 5 

 

外出・外泊・余暇外出の状況 

 男性 女性 合計 

外 出 8 名 65 名 73 回 

外 泊 3 名 20 名 23 回 

余暇外出 2 名 4 名 3 回 

 

入居待機者数（平成２７年３月３１日現在） 

男性 女性 合計 

152 名 250 名 402 名 
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入退園状況 

 退      所 入      所 

男性 女性 内    訳 男性 女性 内    訳 

４月 0 0  0 0  

５月 0 1 長期入院１名 0 0  

６月 1 0 死亡１名（ターミナル） 0 1 老人保健施設１名 

７月 0 1 死亡１名（ターミナル） 1 0 自宅１名 

８月 0 1 死亡１名（ターミナル） 0 2 自宅２名 

９月 1 1 死亡２名（ターミナル１名） 0 0  

10月 1 2 死亡１名(ﾀｰﾐﾅﾙ)、長期入院２名 0 3 自宅３名 

11月 0 0  0 1 老人保健施設１名 

12月 0 1 長期入院１名 0 1 自宅１名 

１月 0 1 死亡１名 0 0  

２月 0 2 死亡２名（ターミナル２名） 0 1 自宅１名 

３月 0 4 死亡２名、長期入院２名 0 2 老人保健施設２名 

合計 3 14 
死亡１１名（ターミナル６名） 

長期入院６名 
1 11 

自宅８名 老人保健施設４名 

病院 ０名 グループホーム０名 

有料老人ホーム０名 

 〈要介護度内訳〉 

  介護度１ ０名 

  介護度２ １名 

  介護度３ １名 

  介護度４ ３名 

  介護度５ １２名 

  退所者要介護度平均 ４．５２ 

〈要介護度内訳〉 

  介護度１ ２名 

  介護度２ ０名 

  介護度３ ４名 

  介護度４ ３名 

  介護度５ ３名 

入居者要介護度平均 ３．４１ 

 

サービス担当会議開催状況（平成２６年４月～平成２７年３月迄） 

実施月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 26年度実施合計 

実施件数 6 6 8 8 7 6 7 9 8 7 5 8 85 

 

平成２６年度 利用者実績数（特養・短期入所者） 

 人数 １日平均人数（人／日） 

４ 月 2,333 77.70 

５ 月 2,467 79.58 

６ 月 2,450 81.66 

７ 月 2,488 80.25 

８ 月 2,457 79.20 

９ 月 2,409 80.30 

１０月 2,422 78.12 

１１月 2,392 79.73 

１２月 2,487 80.22 

１ 月 2,487 80.22 

２ 月 2,136 76.28 

３ 月 2,335 75.32 

計 28,863 79.07 
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看護関係 

１. 病気の早期発見と早期治療に努めた。 

（１）毎日巡回時に体調をチェックし、病気の兆候があった時には、受診につなげた。 

（２）定期健康診断を実施し、結果について嘱託医に報告の上、事後検討を行った。 

 

２. 精神面の安定を図るよう努めた。 

（１）入居者に対して言葉によるストレスを与えないように、否定的な発言を避け、固定観念に囚われず聴く

ように努めた。 

（２）認知症の心理状態について学び、適切な対応ができるように心掛けた。 

（３）不穏な状態が続いた場合、医師に相談し、受診につなげた。 

 

３. 感染症予防に努めた。 

（１）感染症予防対策のマニュアルに則り、インフルエンザ、肝炎、疥癬、ノロウィルス等の予防に努めた。 

（２）感染症予防対策委員会を三ヶ月毎に開催し、発症の恐れがある時は、都度開催した。 

 

４. リハビリテーションの実施 

（１）体力及び身体機能を維持し、低下を防ぐため、実施した。 

 

５. ご家族との連携を密にし、理解と協力を得るよう努めた。 

（１）面会時や家族懇談会の場を利用して、入居者の体調等をお伝えし、コミュニケーションをとるように努

めた。 

（２）受診時は、付き添いの協力をしていただいた。 

 

６. 医療体制について 

（１）毎週火曜日と金曜日に、嘱託医の診察を行った。体調不良者は随時報告し、指示を仰ぎ適切な看護に努

めた。 

 

７. ターミナルについて 

（１）嘱託医の協力を得て、穏やかに最後を迎えられるよう援助した。 

 

８. 職員の健康管理について 

（１）春・秋に健康診断を行った。 

（２）１１月にインフルエンザの予防接種を実施した。 

（３）調理職員の検便を毎月実施した。 

 

９. 個人情報の保護に努めた。 

 

10. 災害時に備え、救急用物品を倉庫に用意した。 

 

処置状況 

処 置 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

外科処置 246 203 254 256 266 335 285 334 311 310 268 286 3354 

皮膚科処置 219 225 271 277 273 306 337 334 336 330 268 308 3484 

口眼耳処置 292 327 356 329 349 338 386 377 411 397 368 399 4329 

胃 瘻 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 5 54 

救急車要請状況 

平成２６年度救急車要請なし 
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受診状況（平成２６年４月～平成２７年３月迄） 

  月 

科目 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 

内 科 15 18 11 14 20 22 13 18 23 26 13 17 13 14 

外 科 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 1 1 

皮膚科 2 3 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 1 2 

整 形 2 4 2 4 3 3 1 1 2 3 1 1 1 1 

脳外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 1 

歯 科 11 22 6 13 9 22 4 15 4 5 3 8 9 22 

精神科 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

泌尿科 2 2 2 2 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 

婦人科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

眼 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

耳鼻科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 33 50 22 33 34 49 20 36 29 34 21 31 26 41 

入 院  6名 3名 0名 1名 4名 5名 4名 

 

  月 

科目 

１１ １２ １ ２ ３ 計 

実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 

内 科 22 25 26 34 32 41 28 53 19 20 235 302 

外 科 0 0 0 0 2 2 1 1 1 1 7 7 

皮膚科 2 3 2 2 2 2 1 1 1 1 13 16 

整 形 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 13 18 

脳外科 1 1 3 3 1 1 0 0 1 1 8 9 

歯 科 13 40 11 30 5 13 8 22 9 24 92 236 

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 

泌尿科 1 1 0 0 4 5 1 1 1 1 13 14 

婦人科 0 0 1 1 1 3 0 0 0 0 2 4 

眼 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

耳鼻科 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

計 40 71 43 70 47 67 39 78 33 49 387 610 

入 院 2名 2名 0名 5名 6名 38名 
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食事関係 

１．栄養と食事について 

（１）栄養ケア・マネジメントにより利用者の低栄養状態予防と改善に取り組んだ。 

①喫食状況を確認し、喫食量を算出し、提供量の調整を行った。 

②毎月の体重測定から体重減少・増加率を算出し、原因を考えて対応を行った。 

③褥瘡の予防に取り組んだ。 

④嚥下力が弱くなってきた方に嘱託医へ相談しながら経口維持食（個々に作成）を提供した。 

⑤食事形態の確認、嗜好・アレルギー・薬の影響への対応を行った。 

⑥各人の持ちやすい茶碗、介助用スプーンの使用等食器の工夫を行った。 

ご飯茶碗は、内側が若草色の茶碗へ入れ替えた（きれいで、見易く、持ちやすいと好評を得た） 

⑦下痢・発熱者に随時『梅ご膳』を提供した。 

（２）行事食ファイルを作成した。（献立作成、写真・反省） 

（３）食中毒の予防に努めた。 

 

２．厨房内衛生について 

（１）食材・保存食を１４日分冷凍保存した。 

（２）調理員の検便を月に１回実施した。（０－１５７を含む） 

（３）害虫駆除を年に1回実施した。 

（４）貯水槽清掃を年に1回実施した。 

（５）グリストラップの清掃を年に1回実施した。 

 

３．食事形態（平成２７年３月３１日現在） 

ごはん 鶴（１階） 亀（２階） 粥 鶴（１階） 亀（２階） 

常菜 9 6 常菜 3 1 

刻み菜 8 4 刻み菜 2 0 

刻みみじん菜 0 0 刻みみじん菜 0 2 

みじん菜 1 0 みじん菜 6 13 

合計 18 10 ミキサー菜 2 1 

胃瘻食  ４ 粥ゼリーｰ菜 9 2 

濃高流動食 1 1 合計 22 19 

  在籍78名 入院3名 在室75名 

４．基本栄養量と給与栄養量の比較 

栄養素別（単位） 給与栄養目標量 実施給与栄養量（平均） 

エネルギー   （㎉） 

たんぱく質   （ｇ） 

総脂質     （ｇ） 

食塩相当量   （ｇ） 

1400～1500 

50～60 

30～40 

9以下 

1350～1450 

55 

35 

8以下 

※ 朝食  粥対応（希望者のみ）   

※ 朝食  自家製ヨーグルト提供 （ビタミンＡ，Ｂ１、Ｂ２、Ｄ３、カルシウム、カリウム、亜鉛付加） 

※ 週3回 乳製品おやつ（ヤクルト、ヤクルト400、ジョア、ミルミル、ミルミルＳ） 

※ 天然だし使用（さば・いわし・かつお・むろ・そうだ）こんぶ 
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５. 栄養ケア・マネジメントリスク分類報告（平成２７年３月３１日現在） 

 低リスク 中リスク 高リスク 

 68名 7名 0名 

 91％ 9％ 0％ 

BMＩ 

１８．５～２９．９ 

49名 

１８．５未満 

26名 

１年以上体重低め安定 

除くと２名が中リスクに該当 

 

 

体重減少率％ 
１ヶ月に３％未満 

74名 

１ヶ月に３～５％未満 

1名 

１ヶ月に５％以上 

０名 

食事摂取量 
７６～１００％ 

74名 

７５％以下 

1名 

 

 

栄養補給法 
経口 

71名 

経腸栄養（併用含む）    

４名 

 

じょくそう 
  じょくそう 

０名 

在籍78名 入院3名 在室75名                        

 

６. 個人対応について 

①食事形態 主食 ご飯、粥、粥ゼリー 

      副食 常菜、刻み菜（一口大）、刻みみじん切菜（カット後形成） 

         みじん切菜（細かくしてとろみ剤を加えて固めた形態） 

         ミキサー菜（ペースト・ムース状で滑らか、粒の無い形態とろみ剤） 

②嗜好（主食、生卵、納豆、生もの、うなぎ等） 

③アレルギー対応（グリンピース、酢の物等） 

④主食量（大盛、中森、普通盛、小盛、小-小盛、小-小-小盛） 

⑤おにぎり（ウズラの卵大、ピンポン玉、７０ｇ等） 

⑥服薬による代替え（納豆、ブロッコリー、文旦等） 

⑦主菜の量（普通量、ハーフ量、小皿量） 

⑧特別食（療養食加算者） 

・糖尿病食対応5名 

・腎臓病食対応5名 

・心臓病食対応6名 
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平成２６年度行事食（特別養護老人ホーム） 

月 行 事 献 立 備 考 

４月 
お花見 

誕生会 

お花見弁当 

太巻き、稲荷、玉子巻 ミックスフライ（海老、帆立、チ

ーズはんぺん）銀あんかけ（かぶ、桜人参、のらぼー、こ

ごみ、湯葉、メロン、いちご、ねりきり金粉のせ、さつま

汁、甘酒 

家族お弁当大

平屋から 

＠５００ 

４５人分 

５月 

端午の節句 
ご飯、かつおのたたき、白いんげんプラム煮、味噌汁 こいのぼりの 

練切 

昼食会 

誕生会 

アルナ製にぎり寿司（とろ、まぐろ、ホタテ、あまえび、

穴子、玉子）、ガリ、太巻き、海苔巻き、ゴールデンキウ

イ、ＣＣレモン 

おやつ選択 

洋菓子2種   

紅茶 

お刺身デー 
ご飯、刺身盛合わせ（まぐろ、ホタテ、甘海老、オオバ、

ツマ、パセリ）小鉢、汁物、メロン、ゼリー 

 

６月 
運動会 

誕生会 

三色おにぎり（お赤飯、鮭若布、ゆかり）、フライドチキ

ン、アスパラ、厚焼き卵、スイカ、じゅんさい汁 

ミニあんぱん 

水ようかん 

７月 

七夕様 
七夕そうめん、シューマイ、ねりきり 

 

天の川ゼリー 

誕生会 
特選ふっくらうな重、茶碗蒸し、スイカ、手まり麩汁 くず桜 

禅師丸本舗 

納涼会 

（町内会） 

ソース焼きそば、おむすび、味噌汁、バナナ  

８月 

迎え火 
スタミナそうめん、おむすび、ワッフル 

 

 

送り火 
炊きおこわ、精進揚げ、天つゆ、おろしなます、赤出汁 

 

 

誕生会 
特選ふっくらうな重、茶碗蒸し、洋ナシの赤ワイン煮、巨

峰、あさりの味噌汁 

スイカ 

 

９月 

 

 

敬老の日 
お赤飯、天ぷら、酢の物、ゼリー、赤だし汁 まんじゅう 

彼岸の入り 
おはぎ（あんこ、きなこ、ずんだ）ごま豆腐、漬け物 

清汁 

 

お中日 小豆飯、天ぷら、酢味噌和え、あさりの味噌汁 
 

敬老祝い 

誕生会 
うな重、茶碗蒸し、マスカット、いちじく、清汁 

柿水洋館  

禅師丸本舗 

１０月 

お刺身デー 
ご飯、刺身盛合せ、野菜炒め、味噌汁、みかん  

運動会 

誕生会 

２色おにぎり、チキンナゲット、玉子焼き、ブロッコリー

ピーチゼリー、巨峰、清汁 

 

ミニあんぱん 

水ようかん 

１１月 

アルナまつり 

誕生会 

海鮮寿司（まぐろ、ホタテ、錦糸玉子、キュウリ、桜でんぶ）

甘酢生姜、茶碗蒸し、リンゴのコンポート 

 

 

アルナ喫茶 
3種 モンブラン（みつばち）、レモンムース（パルフォア） 

プリン（みつばち）コーヒー、紅茶 
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月 行 事 献 立 備 考 

１２月 

昼食会 

アルナにぎり寿司（赤身、ホタテ、茹海老、鯛、サーモン、

厚焼き玉子、太巻き）メロン、あんぽ柿、ごまとうふ汁 

 

ムース 

紅茶 

冬至 

クリスマス喫茶 

南瓜の煮付 

ケーキ2種選択、紅茶 

ゆず湯 

 

クリスマスイブ ちらし寿司、青菜と柿の白和え、いちご、清汁 
シャンパン 

クリスマス サンドイッチ、ミネストローネ、コーヒー、いちご  

年越し 年越しそば、天ぷら、みかん  

１月 

元旦 

お赤飯、かきたま汁、おせち（伊達巻、海老、お多福豆、

干支かまぼこ、紅白なます）、煮しめ（南瓜、ごぼう、人

参、菜の花、昆布煮）千枚漬け、ゼリー 

甘酒 

お正月 

宝船海鮮丼、コーヒーゼリー、清汁 栗ぜんざい 

アルナ製 

特選ふっくらうな重、紅白なます、コンポート、清汁 
芋ようかん 

アルナ製 

新春の集い 

誕生会 

五目ちらし寿司（茹で海老、いくら、錦糸卵、刻みのり、

桜でんぶ、絹サヤ）、甘酢生姜、メロン、あんぽ柿、清汁 

水ようかん 

アルナ製 

鏡開き お汁粉 
 

２月 
節分 

誕生会 

太巻寿司、玉子ロール、姫稲荷、胡麻和え、玉子ボーロ 

あおさのり汁、ゼリー 

 

３月 

もちつき 

誕生会 
あんこ・きな粉・からみ、おかか和え、味噌汁 

 

ひな祭り おひな様生ちらし寿司、、蛤汁、いちご 
お雛様   

ねりきり 

彼岸入り ぼたもち（あんこ、きなこ）、ごま和え、漬け物、清汁  

お中日 小豆ご飯、鰤の照り焼き、白和え、イチゴ、味噌汁  

彼岸明け お汁粉  

※ 毎月１５日は供養の日 炊きおこわと精進揚で亡くなった方々を供養 

※ 産地直送 デコポン、沼津のとろまぐろ 

※ 手つくり ゆずジャム 

※ 魚・肉・野菜・和洋菓子等の生鮮食品は地域業者から購入し、柿生野菜生産直売会等好評 

※ 毎週金曜の朝食は生玉子を提供（６月から９月は中止） 
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平成２６年度デイサービス行事食 

月  日 行  事 献  立 おやつ 

３月３１日～

４月４日 

お花見 

 

お花見弁当 

五目ちらし寿司、アルナヨーグルト 

メロン、いちご 

副菜・汁は日替わり 

桜饅頭（大平屋）、 

桜もち（手作り 火・木） 

抹茶玄米茶 

ランチョマット 

５月５日～ 

９日 

端午の節句 

 

端午の節句弁当  

筍ごはん又はグリンピースごはん、かつお

のたたきスイカ、ゴールデンキウイ、ヨー

グルト 

副菜・汁は日替わり 

菖蒲湯  

練切（菖蒲 大平屋） 

草団子作り（水・金） 

ランチョマット 

６月１０日

～１６日 
作品展 

 パンダのロールケーキ 

お取り寄せ 

６月３０日

～７月３日 
七夕様 

七夕スタミナ御膳 

鶏丼又はひつまぶし、メロン、さくらんぼ、  

副菜・汁は日替わり、 

くず桜（大平屋）） 

ランチョマット 

 

８月４日～ 

８日 
納涼会 

彩そうめん御膳 

そうめん又は親子丼、豚丼、牛丼  

副菜・汁は日替わり、スイカ、ぶどう、 

ハウスみかん 

金魚ゼリー 

（宗家源吉兆庵） 

お取り寄せ 

９月８日～ 

１２日 

敬老会 

 

敬老祝膳 天ぷらご膳又はステーキご膳

（実演）、漬物、いちじく、メロン、 

マスカット、桃、ハウスミカン 

副菜・汁物は日替わり 

冷やし柿（禅師丸本舗） 

梅昆布茶、ランチョマット 

１０月１０日

～１６日 
体力測定 

行楽弁当 

おにぎり又は稲荷寿司 

小鉢・汁・フルーツは日替わり 

インカの目覚め 

ふかし芋 

１１月１４日

～２０日 
紅葉 

栗ごはん又はきのこごはん、松茸ごはん 

柿、キウイ 

主菜・副菜汁物日替わり  

五所川原のりんごコンポートの

せホットケーキ 

アップルティ 

１２月８日～ 

１２日 
ｸﾘｽﾏｽ会 

にぎり寿５種（まぐろ、いくら、茹海老、

ホタテ、サーモン）、又はうな重、 

ヨーグルト、メロン・いちご 

小鉢・汁物は日替わり 

柚湯、コーヒー・紅茶（レモン・

ミルク） 

ケーキ３種（プロローグ・プレジ

ュール）、ランチョマット、 

１月５日～ 

９日 
新年会 

新春祝い御膳、赤飯又は鯛めし おせち

（伊達巻、有頭海老、菜の花、数の子、 

黒豆、長呂儀、ムース、あんぽ柿、甘酒 

副菜・汁は日替わり 

初釜：ようかん（風流堂）お取り

寄せ  

昆布茶、ランチョンマット 

２月２日～ 

６日 
節分 

太巻き・稲荷寿司又は五目ちらし寿司 

いちご、メロン、玉子ボーロ、 

副菜・汁は日替わり 

打豆 

鬼まんじゅう お取り寄せ黒豆

茶 

３月２日～ 

６日 
ひなまつり 

太巻き・稲荷寿司又は生ちらし寿司、 

はまぐり汁、ヨーグルト、でこぽん、 

いちご、雛あられ 小鉢は日替わり 

甘酒 

あんずぼー 

（プラクミーヌ） 

※ この他に５/３１と１０/１はお刺身の盛り合わせ 

※ 毎月１５日は、供養の日で炊きおこわ、精進揚げ、小鉢、汁物、果物 

※ 春・秋の彼岸は三色おはぎ 

※ ヨーグルトはアルナ製ヨーグルトをおやつと共に毎回提供 
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平成２６年度デイサービスおやつ（月～金） 

月 日 メニュー 

４ 月 ねりきり、チョコレートケーキ、○おはぎの月、もみじまんじゅう 

５ 月 ○手草もち、マロンクリームワッフル、○手水羊羹、いちごカップケーキ  

６ 月 ○おパンダロール、ミニ鯛焼き、クレープ、ゼリー、くず桜 

７ 月 ねりきり、、カステラ、ケーキ、黒糖まんじゅう 

８ 月 ○手水羊羹、○お金魚ゼリー、饅頭、ゼリー 

９ 月 
○お禅師丸本舗の柿水羊羹、○手むしぱん、紅白饅頭、ふぶき饅頭（大平屋）、 

プリン 

１０月 コーヒーゼリー、○手○おふかし芋、ばななカステラ、ケーキ 

１１月 ○手御所川原りんごのホットケーキ、和風モンブラン、紫芋どら焼き、ケーキ 

１２月 
○手○お安のん芋の焼き芋、○手スイートポテト、                 

ホットケーキアルナ製ゆずジャム添クリスマスケーキ 

１ 月 ○お富士ようかん、ケーキ、○手栗ぜんざい ○手むしぱん 

２ 月 ○お小鬼まき、お多福まんじゅう、ハートどら焼き、チョコケーキ 

１ 月 ○おあんずボー、ねりきり、ケーキ、おはぎ、○手杏仁豆腐 

※ 毎月誕生会の第３週は５日間、お取り寄せケーキとドリップコーヒー・紅茶でお誕生者をお祝いした。 

○手は 手作り   ○おは お取り寄せ 
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デイサービス 

昨年４月より、小規模デイサービスに移行し営業開始となる。開始して１年、実績は下記の通りである。

体験利用や新規利用者は、平成２５年度に比べると倍の伸びとなっているが、ショートステイによるお休み

や長期お休み・抹消者などがあり、新規利用者が増えても維持するのがやっとであった。アルナ園デイサー

ビスの特徴は、介護度３以下が多く、平均介護度は、１．７である。５年前は、２．３であったが、ここ数

年１．８、１．６、１．７となっている。 

今年度の介護保険の改定に伴い、状況はますます厳しい。認知症や介護度３以上に手厚くなり、要支援な

どの介護度の低い人には、より厳しくなっている。また、加算を充実させるためにの条件も厳しいものとな

っている。今年度は、デイサービスが継続していけるかどうか問われる年になるであろう。しかしながら、

デイサービスからショートステイに、そして入所へと繋がっている。現在入所しているご利用者の２７．５％

がアルナ園デイサービスの利用者であった。施設にとって必要な部署であると考える。 

今後、利用者拡充のために加算要項をクリアして行く努力も必要である。今年度より営業時間を拡充し、

７時間営業となる。継続出来るよう前向きに挑戦していきたい。 

 

平成２６年度 月別デイサービス利用者数等一覧（複数利用者計上） 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 

実利用者(延登録) 108 108 108 111 110 110 114 107 112 

延利用者数 355 385 378 403 345 391 367 331 316 

延入浴者数(一般) 213 232 226 249 217 244 223 199 185 

延入浴者数(機械) 43 51 50 51 29 31 37 26 33 

延送迎者数(往復) 354 384 378 402 345 391 363 328 312 

延送迎者数(片道) 1 1 0 1 0 0 0 0 2 

延送迎者数(自送) 0 0 0 0 0 0 5 4 2 

実施日数 22 22 21 23 21 22 22 20 21 

1日平均利用者数 16 .0 18 .0 18 .0 18 .0 16 .0 18 .0 17 .0 17 .0 15 .0 

要介護認定平均 1.7 1.7 1.7 1.7 1.7 1.6 1.7 1.6 1.6 

           

 1月 2月 3月 合計 前年度計    

実利用者(延登録) 114 104 98 1304 1319    

延利用者数 256 293 323 4143 4249    

延入浴者数(一般) 159 167 195 2509 2483    

延入浴者数(機械) 24 22 34 431 424    

延送迎者数(往復) 254 281 322 4114 4221    

延送迎者数(片道) 1 0 0 6 6    

延送迎者数(自送) 1 2 1 15 2    

実施日数 20 20 22 256 250    

1日平均利用者数 13 .0 15 .0 15 .0 16 .3 17.0    

要介護認定平均 1.7 1.8 1.7 1.68 1.6    
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デイサービス 欠席理由（平成２７年３月分） 

欠 席 理 由 欠席人数(延人数) 備 考 

ショートスティによる休み 25名 単純に12倍すると年間300名 

体調不良による休み 13名 高齢の為、致し方ない理由である。 

自己都合による休み 8名 利用オーバーを防ぐ為等の理由も増えている。 

受診による休み 5名  

入院 5名  

長期休み（1ヶ月以上） 39名 骨折による長期入院や半年毎に介護者が変動する等 

1ヶ月あたりの欠席者計 95名  

※ 昨年度ショートスティによるお休みは、ご利用者減でもあまり減っていない。 

※ ショートスティが伸びた理由として、高齢化に伴う需要の増加や施設の増加により、利用しやすい環境が

整ってきたことがあげられる。それに伴い、以前ではデイサービスが主で、ショートスティが副だったが、

現在はショートスティが主で、デイサービスが副という逆転現象が起きている（例：ショートスティに半

月以上入所している） 

 

利用抹消理由等（平成２６年度） 

抹 消 理 由 人数 備 考 

入院・入所等による利用抹消 12名 当園への入所など。 

自己都合による利用抹消 7名 介護の重症化による小規模多機能や認知専門ﾃﾞｲや自宅介護への移行等。 

死亡による抹消 5名 病の悪化や心不全等による死亡。 

引越しによる抹消 1名  

計 25名  

台風のため営業停止 1回  

 

1日体験利用者・新規利用者数 

 平成27年度利用者数 平成26年度利用者数 

１日体験利用者 29名 16名 

新 規 利 用 者 24名 11名 

複数利用者数の増加 31名 31名 

※ 昨年度に比べ増加している。 

 

平成２７年３月現在 曜日別利用者の介護度別表（複数利用者計上） 

 支援 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 

月曜日 3 6 11 1 0 0 

火曜日 1 6 8 1 0 0 

水曜日 5 6 5 0 2 1 

木曜日 1 2 10 2 0 1 

金曜日 3 9 12 1 1 0 

計 13 29 46 5 3 2 

％ 13.3 29.6 46.9 5.1 3.1 2.0 

平均介護度1.7（昨年度1.6） 

※ 介護認定が厳しくなり、低く抑えられている傾向にある。 

※ 現在介護度３以上が１１％→加算を取るためには３０％以上必要。 

※ 現在認知症３a以上が１６％→加算を取るためには２０％以上必要（ただし、他資格などの加算要件あり） 

※ 昨年度より、支援や要介護２が大幅に増え、要介護１が減少している。 
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年齢別利用者表（平成２７年３月現在） 

性 別 

年 齢 
男 性 女 性 計 ％ 

45 歳 ～ 59 歳 0 0 0 0 ％ 

60 歳 ～ 64 歳 0 0 0 0 ％ 

65 歳 ～ 69 歳 0 0 0 0 ％ 

70 歳 ～ 74 歳 0 3 3 5.8 ％ 

75 歳 ～ 79 歳 1 3 4 7.7 ％ 

80 歳 ～ 84 歳 4 10 14 26.9 ％ 

85 歳 ～ 89 歳 3 17 20 38.5 ％ 

90 歳 ～ 94 歳 1 6 7 13.5 ％ 

95 歳 ～ 99 歳 2 2 4 7.7 ％ 

100歳～104歳 0 0 0 0 ％ 

合 計 11 41 52 － 

※ ７０歳以下の利用者は０名となり、８０～９０歳に利用者が集中している。特に、８５歳以上が大きく増

加している。 

 



 

 

 

- 21 - 

年間行事 

 行 事 日 程 及 び 内 容 

４

月 

園庭にてお花見、写真撮影を実施 

＊雨天時は、桜満開ゲームまたはカード作り 

昼食：お花見弁当 おやつ：桜まんじゅう・桜もち作り 

５

月 

端午の節句（草もち作り・端午の節句カード作り） 

昼食：たけのこご飯・かつおのたたき 

６

月 

全体を通して作品作りを実施（七夕飾り作り、てるてる坊主作り、ストラップ作りなど） 

おやつ：お取り寄せパンダロール 

７

月 

七夕（午前中は、七夕飾り作りで保育園児との交流を深める。午後は、カード作りやコンサート） 

昼食：ひつまぶし他 おやつ：くずさくら・抹茶ゼリー 

８

月 

納涼祭（カラオケイベント、玉川大学吹奏楽演奏会、風鈴作りなど実施） 

昼食：喜めん御膳または中丼など おやつ：お取り寄せ金魚ゼリー 

９

月 

敬老会（保育園児との交流及び芸能ボランティアによる演奏会／消防音楽隊・バイオリン演奏など） 

＊プレゼントは、園内で撮影した写真 

昼食：敬老祝膳｢赤飯・天ぷらまたはステーキ・フルーツ｣ おやつ：柿の和菓子と梅こぶ茶  

ステーキは調理員による実演 

10 

月 

体力測定（身長・体重・握力などを計測・新ゲームの実施）  

昼食：行楽弁当 おやつ：お取り寄せじゃがいもによるベイクドポテト 

11

月 

紅葉行事（カード作りなど） 

昼食：きのこご飯または栗ご飯 おやつ：お取り寄せりんごのコンポート・ホットケーキ 

12

月 

クリスマス会（お楽しみ食事会及びクリスマスショ－） 

＊演芸ショーは、「３Ｂ体操先生による舞踊・コーラス・フラダンス」 

＊クリスマスプレゼントは名前入り手袋 

昼食：行事食として、にぎり寿司またはうな重 おやつ：ケーキ・紅茶 

1 

月 

新年会（ボランティアの先生によるお点前／初釜、新舞踊、和楽器演奏会、運試しボーリング大会） 

昼食：新春御膳とお屠蘇 おやつ：お取り寄せ羊羹・こぶ茶 

２ 

月 

節分（鬼退治ゲーム） 

昼食：恵方巻 おやつ：お取り寄せ饅頭と黒豆茶 

３

月 

ひな祭り（お雛さま作り、投扇ゲーム） 

昼食：生ちらし寿司と蛤のお吸い物 おやつ：雛饅頭 

＊柿生保育園児の卒園に合わせたプレゼント作りにも挑戦し子供達に贈呈 

※ 毎月→誕生会(喫茶)・カレンダー作り及びクラブ活動（茶道・絵手紙・書道・俳句・手芸・詩吟・切り絵・

折紙・大人の塗り絵・折紙・切り絵）また、レクリエーションには、リハビリ効果を考慮して、「3Ｂ体操」

「音楽療法」「ケア体操」（尚、リハビリには、専属のトレーナーを配置して実施している） 

※ 年3回柿生保育園との交流会を実施  

※ ボランティアグループの来園 

※ 音楽療法は、川崎市事業協会より助成金を受けています（「音楽の街川崎」） 

※ Ｈ２６年度は、お取り寄せおやつを実施 
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短期入所生活介護 

短期入居生活介護事業「２床」、利用者減少、今までの利用者の他サービス利用や施設入居などの利用によ

り、全体的な利用減少がみられました。また、特養入居者にインフルエンザの発症がみられたことから、１

月後半～２月前半は利用者の受け入れを中止したために下記のような実績となりました。申込者の利用理由

としては、介護休養、冠婚葬祭、家族旅行、特養入居に向けての体験利用等でした。 

 

 利 用 人 数 延利用日数 
ベッド利用率 

男 性 女 性 計 計 

４月 3 11 14 75 125.0％ 

５月 3 8 11 63 101.6％ 

６月 2 9 11 67 111.6％ 

７月 5 11 16 75 120.9％ 

８月 3 10 13 73 117.7％ 

９月 5 8 13 62 103.3％ 

10月 4 9 13 60 96.7％ 

11月 6 9 15 68 113.3％ 

12月 2 9 11 60 96.7％ 

１月 4 8 12 48 77.4％ 

２月 3 6 9 41 73.2％ 

３月 4 7 11 70 112.9％ 

合 計 44 105 149 762 104.1％ 

前年度計 39 102 141 765 104.7％ 

（２つの月にまたがって利用した人は、実績報告上それぞれの月でカウントしている） 

 

介護認定レベル表 

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 介護度平均 

４月 6 2 4 2 0 2.10 

５月 3 3 2 3 0 2.45 

６月 3 3 2 3 0 2.45 

７月 6 5 1 4 0 2.18 

８月 3 4 1 5 0 2.61 

９月 2 4 3 3 1 2.76 

10月 4 4 3 2 0 2.23 

11月 5 4 3 3 0 2.26 

12月 0 4 4 3 0 2.90 

１月 2 4 4 2 0 2.50 

２月 1 3 2 3 0 2.77 

３月 2 4 3 2 0 2.45 
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居宅介護支援 

今期、居宅介護支援事業所の件数について、要介護者年間48件の新規受託（月平均3～4件）。死去、施設

入所等の利用終了25件で前年より件数は若干増加するも介護支援専門員一人当たりの許容に足りず。（※但

し要支援の包括からの委託はこの限りではない[前年より予防16件増加]）。今後も市や包括への働きかけに

努めていき件数の増加を図っていく。 

 

平成２６年度 介護度別利用状況 

  
要支援1 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合  計 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

４月 4 8 12 5 1 6 13 18 31 5 7 12 5 5 10 0 6 6 1 2 3 33 47 80 

５月 4 9 13 5 2 7 13 17 30 6 9 15 6 5 11 0 7 7 0 2 2 34 51 85 

６月 4 9 13 4 2 6 14 18 32 6 9 15 6 6 12 0 7 7 1 2 3 35 53 88 

７月 5 9 14 4 4 8 14 18 32 5 10 15 6 6 12 0 7 7 1 2 3 35 56 91 

８月 6 10 16 6 3 9 13 15 28 5 11 16 6 5 11 1 7 8 1 2 3 38 53 91 

９月 8 10 18 5 6 11 14 15 29 5 11 16 6 5 11 1 7 8 1 2 3 40 56 96 

10 月 10 8 18 4 8 12 13 19 32 4 14 18 4 5 9 1 6 7 1 2 3 37 62 99 

11 月 8 10 18 5 7 12 14 19 33 5 14 19 5 4 9 2 7 9 1 2 3 45 63 103 

12 月 7 9 16 5 10 15 13 18 31 4 13 17 4 4 8 3 6 9 1 2 3 37 62 99 

１月 6 9 15 8 10 18 13 18 31 6 12 18 3 5 8 3 7 10 1 3 4 48 64 104 

２月 6 9 15 7 9 16 12 18 30 7 11 18 4 6 10 3 9 12 1 3 4 40 65 105 

３月 6 9 15 7 10 17 12 17 29 8 11 19 4 4 8 4 8 12 1 3 4 42 62 104 
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地域包括支援センター 

地域包括支援センターは、65歳以上の方々の総合相談窓口で、平成26年度相談のあった件数は約3千件位

です。そのうち、このデータに記載されている人数は1006名で、昨年比169名増えています。男女比は変わり

ませんが70～74歳、80～84歳台の方が増加しています。介護認定を受けている方も100名以上増加していま

す。 

センター内の高齢化率は25%、市高齢化率18.4%、区内高齢化率20.5%と比較しても高くなっております。 

そして、平成27年度4月以降は65歳の高齢者人口が5500人を超え5619人になっています。高齢者の増加

は2025年まで続く見通しです。そのため、平成27年度の法改正で、これからますます住み慣れた地域で自分

らしい生活が継続出来るよう地域での仕組み作りが求められました。 

包括は、介護予防の必要な方への支援を行いつつ、介護にならないように予防支援及び地域活動の場の発掘

等々実施していきます。 

 

平成２６年度情報収集・実態把握名簿【集計結果】 

現在の名簿から見た地域状況 

 

 
 

平成25年

男性：298

女性：534
合計：832

平成25年
837

平成25年

前期：105

後期：649
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平成25年

改善：30

維持：281
悪化：399

4

【初回の

状態】

↓

未申請の方が「要支援1」「要介護1」になる方が多い未申請の方が「要支援1」「要介護1」になる方が多い

本人・家族からの相談が半数以上です
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平成25年 723 21,099 5,072 24.0%   

平成25年 21,059 5,095 24.2%   

「下麻生地域」「白山地域」の方の高齢化率が高く

なっている

H25

(225)

(0)

(262)

(236)
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平成25年

改善：23

維持：246
悪化：1

平成25年

ひとり：221

高齢：285
日中：32

その他：228

合計：766

高齢者世帯が増えています。

昨年の平成25年と比較して

「改善」と「推移」されている方が増

え、元気な方が多いと判断できる。

平成25年

改善：25

維持：227
悪化：11
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平成25年

合計：65

+12

平成25年

合計：366

+163

平成25年

合計：500

+114

平成25年

合計：112

+137

平成25年

特定：73

予防：273
介護：147

平成25年

初回：38

※主治医がいて健康管理ができている方が半数以上

です！

相談したが、まだまだお元気な方が多いということで

す。
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実習報告 

学 校 名 人 数 期 間 

アルファ医療福祉専門学校 2 名 H26.6/2～7/1 

教員介護体験 14大学 86 名 H26.8/5～H27.3 

川崎市消防介護体験 2 名 H26.10/6～10/7 

聖マリアンナ看護専門学校 6 名 H26.10/14～10/30 

聖路加看護大学 4 名 H27.2/9～2/13 

マイウェイ介護員養成 

職場実習 
3 名 H27.2/13～2/23 

合 計 103 名  

 

ボランティア数報告  

項 目    ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月  １月 ２月 ３月 

洗 濯 ボ ラ 0 0 2 2 0 2 2 2 2 2 2 2 

リ ネ ン 交 換 0 0 9 0 0 4 0 4 0 4 0 0 

車 椅 子 清 掃 0 10 2 2 0 2 0 12 3 4 3 3 

ク ラ ブ 11 13 13 13 5 11 13 6 9 11 10 13 

オカリナボラ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

行 事 2 3 0 0 5 10 5 7 0 0 0 0 

紙 芝 居 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 

歌 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 

個 人 ボ ラ 1 2 1 2 2 2 1 1 0 0 0 0 

学 生 ボ ラ 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 18 32 31 24 18 35 24 35 16 24 19 22 

 

防災関係 

実 施 日 実施時間 実施内容 

２６年 ４月１７日 １１時１５分 避難訓練（調理室より出火） 館内 

 ５月１６日 １１時１５分 避難訓練（調理室より出火）  館内 

 ７月１７日 １１時１５分 夜間訓練（調理室より出火）  

 ８月１８日 １９時００分 避難訓練（洗濯室より出火）  

 ９月１７日 １１時１５分 避難訓練（調理室より出火）  

 １１月２３日 １０時００分 地域防災訓練  職員 

 １２月１６日 １１時１５分 避難訓練（ボイラー室より出火） 館内 

２７年 １月２１日 １１時１５分 避難訓練（洗濯室より出火） 館内 

 ２月２６日 １１時１５分 避難訓練（ボイラーより出火） 館内 

毎月第三週を防災訓練の日と定め、ほぼ予定通り実施することができた。 

また、今年度も、柿生駅前町内会との協力関係の下に、園庭にて納涼大会を開催するなど、当園を理解して

頂くことに努めた。また、夜間消防訓練に参加をして頂いたり、柿生地区自主防災訓練に於いては、数種類の

車椅子を使った救護訓練を当園が担当し、非常時の対応を理解して頂いた。 

 


